






要約:最近,トロンビン・アンチトロンビンⅢ複合体(TAT)，プラスミン・α3アンチプラス

ミンインヒビター複合体(PIC)の測定が可能となり,各種の疾患や病態における血液の凝

固・線溶系の活性化を,より直接的に把握しうるようになってきた。しかし,川崎病による

冠動脈障害例におけるその動態はいまだ明らかでない。われわれは,これら川崎病非急性期

の症例について,PIC,TAT を検討した。冠動脈瘤あるいは狭窄をもつ例で,TAT が高値を示す

ものがみられたが,その臨床的意義は,現在なお不明である。 


